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ご
み
処
理
の
共
同
化
と
は

安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

山
本

　博 

議
員

　

原
油
高
騰
に
よ
る
石
油
製
品
や

食
糧
品
の
値
上
げ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
と
国
民
生
活
に
多
大
な
る
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

当
会
派
の
要
望
に
健
康
日
本
一
を
目
指

す
こ
と
を
示
し
た
が
、
長
生
き
が
幸
福
と

言
い
き
れ
な
い
実
態
が
あ
る
。
村
長
は
、

政
治
は
弱
い
人
の
た
め
に
あ
る
べ
き
と
述

べ
て
い
た
が
、
村
は
今
、
何
を
す
る
べ
き

か
次
に
質
問
を
し
ま
す
。

①
既
存
の
村
借
金
は
10
年
余
で
返
済

で
き
る
程
度
で
あ
り
、
村
債
残
高
を

１
３
０
億
円
以
下
と
す
る
こ
と
は
認
め

る
が
反
面
、
住
民
要
望
に
対
応
す
る
財

源
は
確
保
で
き
る
か
。
交
流
拠
点
複
合

施
設
は
早
期
に
着
手
し
て
は
ど
う
か
。

②
健
康
日
本
一
に
つ
い
て
の
所
見
、
４
月

以
降
の
国
保
会
計
見
通
し
、
後
発
薬
品

の
普
及
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
伺
い

ま
す
。

③
安
全
な
食
糧
を
如
何
に
確
保
し
、
村
民

に
提
供
す
る
か
、
産
業
と
し
て
の
農
業

を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る
か
。

④
ご
み
処
理
の
一
部
事
務
組
合
に
つ
い

て
、
雫
石
町
の
意
向
は
ど
う
か
、
溶
融

炉
の
維
持
費
は
。

⑤
全
農
岩
手
滝
沢
牧
場
が
三
年
目
と
な
る

が
、
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
・
土
地
な
ど
の
賃

貸
の
動
向
を
伺
い
ま
す
。

①
22
年
以
降
の
村
債
は
、
約
４
億

円
で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
普
通
建
設
事
業
費

の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
複
合

拠
点
交
流
施
設
は
手
法
を
含
め
今
後

検
討
し
ま
す
。

②
健
康
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
各
個
が
主

体
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
各
事
業
を
推
進
し
て

お
り
、
誰
も
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
村
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
、
安

全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
全
量

を
村
内
提
供
し
て
い
ま
せ
ん
。
産
直

等
を
通
じ
、
積
極
的
な
地
産
地
消
を

推
進
し
、
安
全
な
農
産
物
の
提
供
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
ご
み
処
理
は
、
雫
石
町
と
の
共
同
処

理
に
よ
り
継
続
的
、
安
定
的
な
運
営

を
行
な
い
ま
す
。
事
務
レ
ベ
ル
で
の

学
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
定

期
的
な
会
議
の
中
で
、
方
向
性
を
定

め
ま
す
。

⑤
全
農
滝
沢
牧
場
の
事
業
展
開
は
、
肉

牛
繁
殖
農
家
の
生
産
性
向
上
な
ど
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

の
受
精
卵
提
供
な
ど
、
畜
産
振
興
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

Q1

（
新
志
会
代
表
）

▲雫石町から搬入されるごみ

A1

3会派の論議

代表質問
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で
も
あ
り
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

二
次
産
業
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

西
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
へ
の
誘
致
を
す
す

め
て
お
り
、
昨
年
１
社
、
本
年
３
月
末

に
１
社
と
調
印
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
村
内
に
は
３
つ
の
大
学
が
あ
る
こ

と
や
、
北
東
北
の
要
衝
と
し
て
の
交
通

条
件
が
あ
り
、本
年
完
成
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
企
業
の
呼
び
水
と

し
て
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

馬
っ
こ
パ
ー
ク
を
観
光
拠
点
に

　

馬
っ
こ
パ
ー
ク
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
乗
馬
と
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
考

え
る
会
」
が
引
き
続
き
事
業
継
続
す
る
様

で
あ
り
ま
す
。
村
有
の
馬
を
持
ち
た
い
意

向
を
村
長
が
し
め
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

是
非
所
有
し
て
頂
き
馬
っ
こ
パ
ー
ク
を
利

用
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
チ
ャ
グ
チ
ャ

グ
馬
コ
祭
を
一
過
性
で
は
な
く
通
年
展
開

し
、
更
に
は
既
設
の
建
物
を
馬
コ
資
料
館

と
し
て
併
設
す
る
な
ど
観
光
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
て
頂
き
た
い
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。　　

本
村
と
し
て
も
学
校
や
障
害
者

施
設
の
活
動
の
場
と
し
て
、
施
設

の
利
用
拡
大
を
積
極
的
に
支
援
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
も
購

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高橋　　寿 議員
（春緑クラブ代表）

産業構成比率の是正は
産業振興策を積極的に

　

本
村
の
、
産
業
構
成
比
率
は
一

次
産
業
1.
9
％
、
二
次
20
・
6
％
、

三
次
77
・
4
％
で
あ
り
、
三
次
産
業
に
特

化
し
た
、
歪
な
産
業
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
可
処
分
所
得
の
減
少
が
地

域
経
済
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
不
況
に
脆
弱
な
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

先
般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
合
併
反
対

が
60
％
強
で
あ
り
、
民
意
は
単
独
村
政
の

継
続
を
望
ん
で
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
相
応
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、

一
次
・
二
次
産
業
の
振
興
に
傾
注
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
一
次
に
つ
い
て
は
、
地

産
地
消
・
産
地
直
売
所
を
、
二
次
は
（
仮

称
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
起
爆

剤
に
、
産
業
の
振
興
に
努
め
て
頂
き
た
い

が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

産
直
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
は
6
月

13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
本

村
と
し
て
も
、
専
業
農
家
の
支
援
・
育

成
は
も
と
よ
り
兼
業
農
家
の
育
成
支
援

策
と
し
て
産
直
が
有
効
な
手
段
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
村
の
重
点
施
策
の
一
環

Q1

▲ふるさと交流館近くにオープンする「産直チャグチャグ」

A2

A1

Q2

産業構成比率の是正は

3会派の論議

代表質問
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